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感謝をもって主の門に入りなさい… 詩篇 100:4 中に入る道は感謝です。しかし、なぜ？記念
に週末をまるまるとって7時間料理をするのはなぜでしょうか。
感謝についての説教の問題は、それが恐怖や痛みから気を紛らわせるために歯科医院に貼

られる単なるインスピレーションを与えるポスターになりやすいことです。

それが重要であることはわかっています - 非常に重要ですが、「感謝しなさい」という命令は、
誰かの痛みを和らげるための応急処置のバンドエイドとして簡単に使用できます。私の経験で

は、これは感謝の気持ちが人々の痛みや混乱から切り離されたときに起こります。私にとっ

て、誰かが私に感謝の気持ちを思い出させてくれるのが役立つかどうかは、その人が誰に何

を言っているかに完全に依存します。 (例: 駐車場のアドバイス。) 実際、一般的には、誰に教
えてもらうかが非常に重要です。彼らは自分たちが教えていることを経験したことがあります

か?彼らには信頼性があるのでしょうか？このメッセージは彼らの生活の中でどのように役
立っていますか?彼らがそれについて私に教える資格があるかどうか、そして彼らが神を知っ
ているかどうかを知りたいです。もし私たちが感謝の概念を感謝の神学から切り離してしまう

と、私たちが感謝に対して下すあらゆる決断の中に組み込まれた深い意味、力、目的を見つ

けることができなくなるでしょう。

そこで、ポール牧師にこれについて説明してもらいましょう。おそらくあなたも彼のことを聞いた

ことがあるでしょう。 1世紀に小アジアでいくつかの教会を牧会しました。そのせいでたくさん殴
られました。多くの時間を刑務所で過ごし、その後、彼は愛と希望、そしてイエスに導こうと必

死だった人々によって斬首されました。パウロは感謝について何と言っていますか?

“いつも喜んでいなさい。 絶えず祈りなさい。 すべての事について、感謝しなさい。これが、キ

リスト・イエスにあって、神があなたがたに求めておられることである。”

テサロニケ人への第一の手紙 5:16-18 口語訳

私たちは、「私の人生に対する神のご意志は何ですか？」という質問に答えるのにとても苦労

します。そしてパウロはペンの一筆で、「感謝しなさい」という質問に答えます。それが、どのよ

うな状況においても、あなたに対する神のご意志です。なぜ私たちはあらゆる状況に対して感

謝するのでしょうか？なぜなら、それは私たちの注意をより大きな全体像に再び向けさせ、神

が私たちの中で働いていることを理解するからです。

大きな画面での注意: この節は使用しないかもしれませんが、念のためスライドを保存してお
きます：

そしてコロサイ人への手紙のこの短い箇所の中で三度:
“だから、あなたがたは、神に選ばれた者、聖なる、愛されている者であるから、あわれみの
心、慈愛、謙そん、柔和、寛容を身に着けなさい。 互に忍びあい、もし互に責むべきことがあ



れば、ゆるし合いなさい。主もあなたがたをゆるして下さったのだから、そのように、あなたが

たもゆるし合いなさい。 これらいっさいのものの上に、愛を加えなさい。愛は、すべてを完全に

結ぶ帯である。 キリストの平和が、あなたがたの心を支配するようにしなさい。あなたがたが

召されて一体となったのは、このためでもある。いつも感謝していなさい。 キリストの言葉を、

あなたがたのうちに豊かに宿らせなさい。そして、知恵をつくして互に教えまた訓戒し、詩とさ

んびと霊の歌とによって、感謝して心から神をほめたたえなさい。 そして、あなたのすることは

すべて、言葉によるとわざによるとを問わず、いっさい主イエスの名によってなし、彼によって

父なる神に感謝しなさい。”
コロサイ人への手紙 3:12-17 口語訳

ここでは、感謝が平和に結びついていることがわかります。

(感謝と精神的健康/幸福に関する統計。)
また、神を知る人の言葉の中に感謝の気持ちが込められていることがわかります。今週はそう

自分に問い続けてきました。感謝は私の母国語ですか？感謝しないことがたくさんあるときで

も、デフォルトで感謝するシステムが私にはあるでしょうか?なぜなら、感謝は他の感情を無効
にするスピリチュアルな方法ではないからです。たとえ人々が時々そのように使いたがるとし

ても、それは悲しみを打ち消すためのものではありません。 （私のALSの友人。「私は感謝し
ようとしているんです。」彼女は感謝していましたが、心の中に他の感情も抱えていただけで

す。） ここが重要な点です：悲しみは罪ではなく、感謝は悲しみを打ち消すものではありませ

ん。

イザヤ書 61 章では、私たちの悲しみに喜びの油が与えられると約束されていますが、触れれ
ば悲しみを溶かしてくれる喜びの酸が本当に欲しいのです。オイルではそんなことはできませ

ん。オイルは柔らかくして落ち着かせ、癒してくれます。彼らは消滅しません。これらの聖句や

聖書の他の多くの聖句から、感謝と悲しみが相互に排他的な感情ではないことがわかりま

す。彼らは一緒に暮らし、とても美しく一緒に踊ることができます。私の好きなことの 1 つは、
涙を流しながら笑うことです。それは、感情的なエコシステム全体が存在し、そのすべてが重

要であることを思い出させてくれるからです。神は私の中で、私の悲しみの中で、私の勝利の

中で、私の希望の中で、そして私の心の痛みの中で働いておられます。彼は、私の心を彼の

愛の方向に向けるために、これらすべてのことを利用して働いています。しかし、科学と聖書

の両方が、感謝は私たちの人生と世界に癒しと希望、そして幸福度の向上をもたらすために

育むことができる感情であることを示しています。

ここで今週の詩篇を取り上げます。どれも美味しいので、私のお気に入りの一つです。 IT 部
門には手間はかかりません。それはただ感謝の気持ちを歌い、古代イスラエルのダビデの心

から今日この場所の私たちの心にまで届くでしょう。詩篇 65 篇。
“あなたは海の響き、大波の響き、も ろもろの民の騒ぎを静められる。 それゆえ、地のはてに
住む人々も、 あなたのもろもろのしるしを見て恐れる。 あなたは朝と夕の出る所をして喜び歌

わせられる。”
詩篇 65:7-8 口語訳



ダビデはここで「荒れ狂う海を静め、諸国民の叫び声を静める」神の力が働いていると語って

います。混沌から平和を愛し、命令し、創造する神の性質のこの部分は、今年の私の感謝リス

トの一番上にあります。私たちの世界では荒れ狂う海が見られます。イスラエルとガザ。ウクラ

イナとロシア。アルメニア？そして？ここ米国では、対立する政党や派閥の緊張を感じていま

す。私たちは銃乱射事件と経済不安の悲しみを感じています。私たちは荒れ狂う水の轟音を

よく知っている人々です。しかし、ダビデは私たちに、地球は依然として主のものであると思い

出させます。彼は、太陽が沈む場所から昇る場所まで、あらゆる生き物の上に神の力が存在

していることを思い出させます。彼は、端から端まで、陸から海まで、海岸から海岸まで、地球

全体を支配する広大な神の絵を描きます。彼は神の愛を地球上に置き、それを回転させて、

神の注意や神の愛から逃れられる場所がないことを示しています。ここに私たちの感謝の心

が根付いています。表面的にはすべてが順調に見えたり、穏やかに見えるという事実ではな

く、神がすべてを支配しているという事実にあります。ここで私たちは神を、危険にさらされた

保護者であり仲間であると見ています。

意図を持って少し立ち止まってください。あなたはこれまでに直面した、またはこれから直面す

る嵐にどのような形で足を踏み入れましたか？

その後、彼は水についてまったく異なる方法で話します:
“あなたは地に臨んで、これに水をそそぎ、 これを大いに豊かにされる。 神の川は水

で満ちている。 あなたはそのように備えして彼らに穀物を与えられる。 あな

たはその田みぞを豊かにうるおし、 そのうねを整え、夕立をもってそれを柔

らかにし、 そのもえ出るのを祝福し、”
詩篇 65:9-10 口語訳

水。聖書全体を通して、水は命を象徴しています。私たちはそれを必要とするようにできていま

す。私たちの作物にはそれが必要です。私たちの世界はそれを必要としています。イエスは十

字架上でも渇きについて叫びます。デビッドが先ほど騒々しく混沌とした水だと説明しました

が、ここでは命を与える水だと説明しています。彼は自分の世界の混乱から思考を解き放ち、

神がどのようにして地球の繁栄と生存に必要な水で地球を祝福しているかを目にします。ここ

で私たちは神を提供者として見ています、そして私もそれを見てきました（ストーリーはここに

あります。）。 (たぶんここの詩)

少し立ち止まって、神が今年備えてくださった方法について考えてみましょう。

“またその恵みをもって年の冠とされる。 あなたの道にはあぶらがしたたる。”
詩篇 65:11 口語訳

ここ5、6年、私は一年の終わりに合わせて、11月と12月に毎日この小さな聖句を祈ってきまし
た。そして、神が私の人生で何をしてくださったのか、そして今なさろうとしていることを振り返り

始めています。彼がその年の栄冠を飾る。神はご自身の善意と祝福によってそれを封印しま



す。神は豊かな収穫を与えてくださいます。私たちはこれを物質的、物理的な観点から見る傾

向がありますが、私たちは種まきの季節と収穫の季節を非常にさまざまな方法で経験します。

感情的、関係的、精神的。おそらくあなたは、少しずつではあるが重要な方法で、あなたの人

生に変化を感じているかもしれません。もしかしたら、あなたはある問題について神の声をより

はっきりと聞いているかもしれません。もしかしたら、昨年は不可能だった関係が今年は可能

になるかもしれません。もしかしたら、あなたが祈ってきたことが、たとえ小さな形であっても、

あなたの人生で現実になり始めているかもしれません。彼は豊作でその年を飾ります。表面的

には豊かに感じられない年もあるかもしれませんが、私たちの生活の中に神の臨在の証拠を

すべて集め始め、それを大きな善の山として見つめ始めると、私たちは真の感謝への道がよ

り明確になります。

少し時間を取って、あなたにとって今年の収穫について考えてください。この年にいくつかのも

のを失ったかもしれませんが、それは私たちの焦点では  ありません。何が得られましたか?
その聖句には、「困難な道にも豊かな水が滴り落ちる」とも書かれています。翻訳によっては

「荷馬車の跡」と訳されているものもあります。困難な道 = 何度も何度も行く場所。よく通る道。
時には、これらの道が行きたくなかった場所につながることもあります。曲がりくねって怖く感じ

られ、日光から隠されているように感じられる小道…そのような小道でさえ、豊かな水が滴り落
ちています。 （Illus - 困難な場所から来る良いもの） B4は今年、いくつかの困難な道を歩んで
きました…しかし、私たちの道にはたくさんのイエスが並び、毎週末この部屋に溢れ出ている
のが見えます。

少し時間をとって、2023 年からの困難なことについて考えてください…神が豊かさを生み出す
のはどこだと思いますか?
“野の牧場はしたたり、小山は喜びをまとい、 牧場は羊の群れを着、 もろもろの谷は穀物を
もっておおわれ、 彼らは喜び呼ばわって共に歌う。”
詩篇 65:12-13 口語訳

ここでダビデは、私たちが主を見て、礼拝し、従うときに可能な人生を示しています。荒野は多

くの人に食料を供給する場所に変わります。ここで彼の言葉は非常に大きくなります。彼は叫

び、歌い、開花することについて話します。これは良い人生を全面的に表したものであり、良い

人生は感謝しやすいものですが、13節に至るまでの道は荒れ狂う海と困難な道を通りました。
そして、その道、嵐から成功への道全体にも、感謝祭の種が蒔かれています。

感謝は不安を打ち消すわけではありませんが、和らげ、落ち着かせてくれます。私たちの視点

を希望に向けるのに役立ちます。それは私たちに次の一歩を踏み出す力を与えてくれます。

もっと感謝する方法:

1. 注意してください。 （「それぞれが、自分が見たのに享受できなかった美  しさについて説
明するでしょう。」）。新たな気づきを求めてください。その新たな気づきを、神があなた

の年に冠する恵みの一部としましょう。



2. あなたの人生の美しさを敵の盗みの手から守りましょう。私たちは喜びの瞬間を経験
すると、すぐに何がうまくいかないのか、過去の痛みがフラッシュバックするのではない

かと心配になります。今ここに生きてください。あなたが呼び出されたこの瞬間を生きて

ください…このタイムライン、この場所で…次の角に何があるかどうかを心配することな
く、そこにある良さを見てください。 （例：飛行機に乗る）。

3. 与える。これは私にとって落胆や恐怖を引き起こす最も確実な逸話です。与える。寛大
に。時間、承認、お金、励まし、スキルなど。誰かに何かをあげましょう。お供え物にお

金を入れて…鐘つきのバケツにお金を入れてください。与える。
4. 認識してください：感謝は私の人生に対する神のご意志です。それは神の臨在への道
であり、私の人生に対する神の御心です。

バプテスマに導く - 信念と信仰の表現であるだけでなく、感謝の表現でもあります。見守り、歓
声を上げ、礼拝するとき、私たちはまた、イエスの生涯、十字架の贖い、そして彼の生涯、死、

復活によってもたらされる美しさに対して感謝の意を表します。


